
令和 6年 7月 31日(水)
精華町環境推進委員会 資料②
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●取り組み内容



12



13



14

●取り組み内容

https://www.town.seika.kyoto.jp/kakuka/kankyo/1/1/1/20227.html



15

●

産業部門

15%

業務その他部門

25%

家庭部門

28%

運輸部門

29%

製造業

建設業・鉱業

農林水産業

業務その他部門

家庭部門

自動車

鉄道

船舶

一般廃棄物



16



17

２．２．リーディングプロジェクトの取り組み状況

精華町の環境像・目標像の実現に向けて大きな効果が期待される、総合的かつ横断的

な推進が必要な当面重点的に取り組む具体的行動を５つのリーディングプロジェクト

として位置づけ、環境基本計画全体を実現に向けてリードする。

5つのリーディングプロジェクト

令和４５年度（2022 年度）の話題

○一般廃棄物（ごみ）処理基本計画の中間見直し

平成２９年３月に令和８年度までの計画期間として策定した同計画を、国や京

都府の法律や計画等の制定・変更等の情勢変化に対応するため、令和５年３月に

改訂を行いました。

令和８年度の目標を１日１人当たりの、資源・集団回収を含まない家庭系ごみを

４２９．６ｇとし、１人１日当たり約２０ｇの減を目標としています。

○災害廃棄物処理計画の策定

令和５年３月、大規模災害が発生した時に、

災害廃棄物を適正かつ円滑・迅速に処理し、

早期に復旧・復興させるために策定しました。

① 次世代を育むプロジェクト

これまでの環境学習の取り組みを活かし、伸ばす取り組みを実施する。

また、事業者と環境学習とのつながり創出、地域内の事業者同士が知り合ったり、事

業者と地域や地域団体が出会い、新たな活動の創出を生み出す場づくりを行う。

② 精華３Ｃ（チャレンジ・クリーン・クロス）プロジェクト

地域のすべての人が、地域の環境を守り、未来を大きく育むまちを実現するために、

まちを美しくする活動を進める。

また、環境に触れるきっかけとして、テーマを決めて取り組むものとする。

③「今日あなたは(環境に良いことについて)何をしましたか」プロジェクト

地域のすべての人が、環境に関わる活動の中で充実した体験・経験を得て、自主的な

環境活動を進める。地域の事業者の方をはじめとして、地域の方が、どのような活動を

しているのか、見える化する。

④ 精華里地里山×子ども・町民・事業者プロジェクト

地域の里地里山の保全・活用に関する取り組みの推進及びそれらの魅力・文化を町民

へ伝えていくための活動を進める。

⑤ 環境への一歩とつながりを育むプロジェクト

地域のすべての人が、地域の環境を守り育てるまちづくりを実現するために、多様な

主体が連携可能な仕組みづくりを行う。
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２．リーディングプロジェクトの取り組み状況

リーディングプロジェクトの広範囲な分野にまたがる取り組みを総合的に推進する

ためには、従来からの取り組みを踏まえ、社会情勢などを考慮し、その時々での動向を

察知して、進めていくことが大切である。そこで、ここでは各プロジェクトに関連した

施策等について紹介する。

① 次世代を育むプロジェクト

【トピックス】

● STEP 映画会

精華町環境ネットワーク会議(STEP)と共

催し、STEP 映画会及び竹あかりワークショ

ップを実施。映画会では「種子（たね）み

んなのもの？それとも企業の所有物？」を

上映し、意識啓発を実施した。

● 環境のつどい

優秀な環境日記を書かれた子どもたちへ

の表彰式と、京都府地球温暖化防止活動セ

ンターの協力で、地球温暖化対策の講話や

環境工作教室(光るマラカス)を実施した。

② 精華３Ｃ（チャレンジ・クリーン・クロス）プロジェクト

【トピックス】

●クリーン・リサイクル推進

地域の道路・公園などに散乱しているごみ

を住民自らが清掃する活動。開橋周辺で実

施した重点活動は新型コロナウイルス感

染症拡大防止のため、前年度に引き続き中

止。（前々年度は各種団体などから約 60 名

が参加）

●まちをきれいにする条例

「ポイ捨て」「ふん放置」「落書き」を禁止

した精華町まちをきれいにする条例を周

知し、その効果を図るため、定点で観測及

びごみ拾いを実施した。また、放置された

場所に、チョークを使用し、日にち等を記

載し、抑止力の向上に努めている。
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●循環型社会形成

古紙回収事業、生ごみ減量事業、廃食用油

回収事業、使用済み小型家電回収事業を実

施。回収後、リサイクル事業者への引き渡

しを行い、ごみ減量と環境負荷の低減に努

めた。また、廃食用油、使用済み小型家電

の拠点回収場所について、自治会や事業者

の協力を得ながら増設に努めた。

③「今日あなたは(環境に良いことについて)何をしましたか」プロジェクト

【トピックス】

●精華町商工会青年部との協働による打

ち水イベント

省エネルギー・節電を呼びかけるため、せ

いかガーデンシティで打ち水イベントを

実施し、子どもたちに打ち水の効果を体験

してもらっていたが、新型コロナウイルス

感染症の感染防止のため、令和元年度から

中止。その代わりとして、広報誌等で「打

ち水」の効果や利用を呼びかけ啓発した。

●環境日記の実施

環境日記の取り組みは、身近な環境に関心

を持ち、地球にやさしい活動に取り組んで

いただくことを目的とした環境学習の一

環として実施しており、6月から 8月の間

で 8週間毎日続けて日記を綴る取り組みで

ある。

令和 4５年度は、全国コンテストで学校賞

として金賞 1校、優秀賞 1校、また個人で

は 17名が入賞された。
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④ 精華里地里山×子ども・町民・事業者プロジェクト

【トピックス】

●学校給食への地元産野菜の提供

新鮮で安全・安心な農産物を子どもたちに

提供できるよう、学校給食への地元産野菜

の納入を促進した。令和４５年度は学校給

食地場産野菜調達業務で新たににんじん

を追加したがなすの納入がなかったこと

もあり、１０月から中学校への食材の提供

が始まったが、天候不良の影響等により、

じゃがいも等の根菜の提供量が減ったた

め、提供量は前年度と比較して減少した。

●遊休地解消

農地の集約化を推進するため、国による農

地中間管理事業に取り組み、活用を呼びか

けた。農地利用集積などにより、農地の有

効活用を図り遊休荒廃農地面積を抑制す

ることができた。

※農地利用集積とは、利用されていない農

地を第三者（個人や法人など）に貸すなど

して、活用された農地の面積のこと。
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⑤ 環境への一歩とつながりを育むプロジェクト

【トピックス】

●令和５４年度は新型コロナウイルス感

染症拡大防止等のため対策を行い、環境プ

ラットフォームを開催できなかっした。ま

た、イベント等の中止や規模縮小により、

が減少し、多様な主体との連携を図ること

ができなかった。
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